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文献紹介

関連雑誌の特集’

医学図排館．２０１０:57（１）

将築：米|蕊|恢学図普館協会（ＭLA）２００９年

年次総会

●米剛奨学lXl.i1棚協会（ＭＬＡ）２００９年ホノ

ルル大会雑告：日本セッションの企画から

開催まで

●MLA2009参加の感想（口頭発表と教育コー

ス受誠の経験）

●ＭＬＡ年次大会2009発表報告

●ＭＬＡ'０９体験記セクションプログラムで

の口頭発表と継続教育プログラム

●科学的根拠に基づく保健医療活動のための

悩報専門家の教育

●共通点と棚述点

●知誠を爽践へ：MLA2009から得たもの

●初めてのＭＬＡ継続教育コース受講とポス

ター発表：米国医学図書館協会年次総会

（MLA2009）参加報告

特集：第１６回医学凶詳館員基礎研修会

●第１６Ｍ医学図書館員基礎研修会報告

●【グループ討議】テーマＡ：一般市民への

医療悩報提供を考える

●【グループ討澗テーマＢ：情報検索のスキ

ルァップと利用者教育を考える

図書館

医学11|:専門店の現況

安川義紀

専門I洲}:館．2010:240:23-6．

関西にはあまりなじみがないが、千葉の「志

学諜店」という医学署専門店の紹介。

薬学凶･I1I:館．２０１０;55（１）

特典：平成２１年度I|本薬学剛):館協議会研究

集会

●医薬品愉報教育

●医療に役立つ医薬品情報学研究のビジョン

●医薬ＩＷＩ怖報関連リテラシー：妓近の医薬品

怖報の紹介

●出版社から得る医薬品関連情報と通子商品

の右用性について

●病院薬剤師の医薬情報入手の現状を探る

●企業における医薬、バイオ情報の収集・提

供について

ほすぴたるらいぶらりあん．２０１０:35(1)

特災：日本病院ライブラリー協会鋪l1ul病院

Ⅸl神寵新任狐』しi者研修会および2009年度縮

２１i'|研修会

●病院IX1審室を評価するもの－医療機能評価

を中心に

●病院ライブラリー運営の基本

●医学英語用語の維礎知識

●病院図樵室評価項I弓l表あなたの図泌:室は

何点

●医療機能評lilliVe1..6.0受審報告

はじめて|災嫉1‘,!i報サービス拠当者になった人へ

の入ｌＩＩｌ

石井保志

みんなの図諜館2010;395:11-6．

大学の文系学部出身者が、公共I測普館で医療情

報サービス担当背になったときのための入門編

である医療惰報をちがった而から見ることが

できる

－１０３－
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文献紹介

シナリオ「図書館委託したらどうなるの？」

真木美紗緒

みんなの図書館．2010;395:17-27．

シナリオ作者は長くアマチュア演劇をしてい

る人で、セミプロ級とのこと。劇として実際に

人前で上演され、大阪らしく随所で笑いを取り、

大成功だった。図書館の委託の問題点をわかり

やすく見せてくれる。

防犯カメラをつけてみた：座間市立図書館の事

例

三 村敦美

みんなの図書館．2010;393:14-23．

利用者が困ったことをしでかすようになり、

一方防犯カメラは高価なものではなくなってき

ている。公共図書館や大学図書館では防犯カ

メラをつけるところが出てきているが、防犯カ

メラの設置に際して考えなければいけないこ

とは…。

ＭLA'09体験記：セクションプログラムでの高

等発表と継続教育プログラム

諏訪部直子

医学図書館．2010;57(1):36-9.

2009年に米国医学図書館協会年次総会がハワ

イのホノルルで行われた。その際日本セッショ

ンが企画され、日本の医学図書館員が数名発表

している。意欲的な、いい試みだと思う。

■文献の入手は、所蔵館へお申し込みください。

■｢情報の科学と技術」は協議会で購読してい

ます。

■興味ある文献を分かちあいましょう。参考に

なる文献がございましたら、会誌編集部まで

お知らせください。

－１０４－
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